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論文審査の要旨 

 

頚髄症の診断には、身体徴候でのスクリーニングが望ましいと考えられる。しかし、

頚髄圧迫病変に対する代表的な上肢の身体徴候に Hoffmann 徴候、Trömner 徴候、

Wartenberg 反射、Finger escape 徴候（FES）があるが、Hoffman 徴候以外の徴候の信頼度

や FES の特異度に関しての報告はない。本研究は、頚髄症患者におけるこれらの身体徴

候を横断的に評価して、それぞれの診断に対する感度、得意度、信頼度を明らかにする

ことを目的とした研究である。 

頚髄圧迫病変を認める頚髄症患者と腰椎手術患者で上肢症状の既往がない例を対照

群とし、４つの身体徴候の感度、特異度、検者内信頼性、検者間信頼性を比較している。 

その結果、それぞれの特異度は高いものの、感度にはばらつきがあり、特に FES の感度

と検者間信頼度は低値を示した。また糖尿病患者では、トレムナー徴候の感度が有意に

低かった。しかし、４つの身体徴候のいずれか 1 つが認められれば陽性と考えた場合に、

感度 83%、特異度 79%であり、スクリーニングとして有用であることが分かった。 

4 つの身体徴候を組み合わせることで感度が向上し、頚髄症のスクリーニング検査に

有用であることが明らかになった。公聴会での受け答えも適切で、本研究結果は運動器

再生医学の発展に大きく寄与しうると考え、参考論文と合わせて博士（医学）に値する

と考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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